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Fig. 6.8に示す。これは燃料を突変させた場合のデー

タである。サンプリング周期は15秒，横軸は分単位で

ある。

6.2.2 起動準備プログラム

起動準備プログラムは，スタンバイ押釦を押すこと

P100 

P200 

P 3 300 

E2 00 

E100 

源御

電制

統源

電系
IIJI用II

3 

、ト、

v> >v> 
00000 

00000 
1231? 

VC 冷却水系入□弁1.1閑か

PC 冷却水圧力 P >門が

CA 空気圧縮特冷却71¥

co 圧縮空気冷却水

C 1 ターヒ‘‘ン〉令却ホ 1

c？ タービン冷却水 2

C丁 炉内温度計冷却水

BSW ボイラ起昏力 SW 中央か

n 
。

空気圧誼椴モータ起勧

CPMく 起璽力しにか

＼ 

力

により始動し，着火可能の状態までプラントをシーケ

ンス・モニタ的に移行させるプログラムである。この

プログラムは12のステップに分かれており，各ステッ

プを完了するごとに，プログラム進行ランプを点灯す

る。また，そのステップの条件が粒たされない場合は

◎プログラム進行ランプon(])

あとは常に 5秒待りする

N1=N2=N3 

Fig. 6.9(I) 起動準備プログラム・フロー・チャート概要
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その項目をタイブライタに明示し，運転員に指示を与

ぇ，それにより必要な操作を運転員に行なわせしめる。

この指示は15秒間隔をおいて，指定回数繰り返えされ

るが，それでも，条件が満たされない場合，プログラ

ムはモニタに戻ってしまい，再起動には，改めて，ス

VWI 〈原ホボンプ入口弁閉が

PWI 原 7J（ボンプ入口圧 p >PL力＼

原 7]ャポンプ起勧

WPMく 起勧したか

PWO 

LS丁

VSI 
VSO 

VR 

OPM 

原水ボンプ出口圧 P>PL力1

純 7]てタンク水位 L> LLか

純水タンク入口弁閑か

純水タンク出口弁開か

大気放出弁開か

脱気器給7J9ポンプ起勧

起勧したか
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タンバイ押卸を押さねばならない。

6.2.2.1 フロー・チャート

フロー・チャートの概要を Fig.6.9 に示す。各ス

テップについて述べると

ステップ 1 計算機用，動力用の電源の点検

N4=Ns=Ns=N1=?〇

Fig. 6.9(Il) 起動準備フ゜ログラム・フロー・チャート概要

(91) 



50 

ステップ 2

ステップ 3

ステップ 4

ステップ 5

ステップ 6

DP 

OT 
OF 
OW 

DA 
DD 

DFV 

cc 
CT 

PDO 

LO 

PA 
pp 

PF 
ASW 

BSW 

VR 

(92) 

冷却水系統の点検

空気圧縮機モータの起動とその判定

原水ボンプ起動の準備

原水ボ‘／プの起動および判定

純水タンク系統と大気放出弁点検

DV 

YES 

ドレン弁開 l丁る

ドレン弁あいたか

蒸気疫換弁（圧力）自勧中央識別

/， （温度） /I 

燃料流量制卸自動中央識別

給7J¥”
空気 ／9 

ドレン弁制御 ／I 

燃科弁 ／9 

主給7jヽ ボンプカップリング冷却ホ

炉内温度計冷却7lヽ

低圧給水ボンプ出口圧力

脱気器水位 L > LL 

バーナ空気圧力 p >PL 

点火用プロパン圧力 P>PL 

油送管圧力 p >PL 

自動起勒切換SW 自動が

ボイラ起動 SW 中央か

大気放出弁 開か

ステップ 7

ステップ 8

ステップ 9

ステップ10

N 9 = 20 

N10= 3 

脱気器給水ボ‘ノプ起動とその判定

ドレン弁開と，その判定

操作端の自動，中央の判定と着火系

統（完了条件）点検

ステップ 9の再確認

1 Fig. 6. 9(ill) 起動準備プログラム・フロー・チャート概要



ステップ11 給水量を設定値まで上げる。途中，

出口圧力計が許容値以上になったら

給水ボンプを停止し，プログラムの

進行を停止する。

ステップ12 燃料流量を最小流量にセットし，燃

料弁を開ける。

給7Kサーボ零とする

SWく 給 7ドサーボ零か

YES 

給水ポンプ起的

MPM く 茶合水ポンプ起童力したか

YES 

給 7]¥サーボ一定量上げる

出口蒸気圧力景大値以下か

二
給水量が巨混i直まて‘

上昇したか

燃料サーボ零とする
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ステップ13 空気流鼠を最低流量に設定する。

フロー・チャートの中のメッセージの形式としては，

条件を満足しない入力の略号をタイプ・アウトする。

その略号は，チャートの左側にローマ字で示してあ

る。尚，付録ー1に起動準備プログラムのフロー・チャ

ートの詳細を示した。

YES 

N 12 = N 13 = N 14 -2 0 

Fig. 6.9(IV) 起動準備プログラム・フロー・チャート概要

(93) 
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SFく 淋科サーポ設定できたか

燃科弁をあける

V「＜ 燃科弁わいたか

YES 

空気弁サーボ設定する

SA く 空気サーボ設定できた!)¥

プログラム進行ランプ
1~12}肖灯

目櫻唖に無関1茶
に最侶流量

N10 = N18= N,1 = 20 

Fig. 6.9(V) 起動準備プログラム・フロー・チャート概要

6.2.2.2 起動準備プログラム実験結果

実験結果 (I)，（II)，(m) を Fig.6.10に示す。

ケース (I)

疑似信号発生器により，疑似信号を入れたもので，

信号の通りの判定を確実に行なった。

(94) 

ケース (II)

オ‘ノ・ラインでテストした結果である。

PF（送油管圧力 P>PL)の異常が出たが，これは

燃料の元栓を閉めてあったためであり， MPM （給水

ポンプ）は起動信号を出して，すぐ，データを読みこ
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み判定をしているため，検出端のおくれが，この原因

をなしていると思われる。この結果では，給水流量の

上げ幅は少し大き過ぎた模様である。

ケース (ill)

出口圧力が許容値を越えた時の実験である。

プログラムの進行中に疑似信号発生器を用いて，過

大の圧力信号を与えた。この時，給水ポソプは，すみ
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起動準備プログラム実験結果

やかに停止し，

いる。

MPM, Downをタイプ・アウトして

7. む す び

高圧蒸気源の全ディジタル化制仰を目的として，デ

ィジタル制御系のハード・ウェアと，次のような基本

的ソフト・ウェアのテストに成功した。

(95) 
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(1) ボイラ出口圧力，出口温度，蒸発量を十分な (3) 制御用ソフト・ウェアの開発と標準化。特に

精度で，制御するに必要な基礎的 PIDモードの制御 マン・マシン・インターフェイスを考慮したソ

プログラムと自動調整プログラム フト・ウェア

(2) 全システムを自動監視し，必要なデータ収集 (4) プラントの制御性向上

を行なう自動データ処理プログラム 本資料では，実験結果について述べてないが，別の

(3) ボイラシステムの自動起動，停止プログラム 機会に総合実験結果を，まとめて報告したいと考えて

(4) 故障診断，予測等の安全制御プログラム いる。

本制御系の製作，運転を通して，得られたディジタ

ル制御系製作上の考慮を払うべき点は，次の通りであ

る。

(1) 操作盤は，ワイヤード・ロジック方式にする

と，簡単化することができるが，その設計は，ハード

・ウェアのみならず，ソフト・ウェアとの関係をも決

定してしまうものであるから，熟慮が望ましい。

(2) ボンプ，操作端，および，各補機類は，操作

盤から任意に手動に切換えて操作できるようにする。

特に，ワイヤード・ロジック方式の時には，操作端を

独立操作できるよう注意が必要である。

(3) バックアップ用のアナログ制御器は，併設が

望ましいが，その制御定数，設定点等の適切な選定に

まちがいないよう注意すること。また，警報および，

インターロック，危険防止の処埋回路（例えば，失火

時の燃料停止弁回路や，過給機の過回転時のボイラ停

止回路等）は，ディジタル制仰系と独立に併設した方

が望ましい。

(4) 制ii|）用計算機は， ,gj速な演算速度，翡信頼度

を持つことは勿論必要であるが，ハードウェアでの多

レベルの割込処理，浮動小数点演算，プログラム変更

の容易さ，最低 8k語の制御用プログラム用記応容鼠，

メモリプロテクト能力等が望ましい。

(5) 理想的には， 1台の制御用計算機に，多種類

の制御能力を要求しないで，直接制御を行なうミニ・

コンピュータと，それを介して，より尚級な制御を行

なう計算機を結び，全体で階層的制御系を形作る方が，

1計算機システムより無理のないより良い制御動作が

行なわれる。

蒸気タービンプラソトの，ディジタル制御系の実用

化のための開発を望まれる将来の間題は，次の通りで

ある。

(1) 制御構成機器の蒻信頼化，低廉化，標準化

(2) 制御系の構成法。特に，複数計算機システム

の構成法

(96) 
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付 録 ー

起動準備プログラムフローチャート詳細

ISO DC ・1soP1 
ISOP1 DC ¥0050 (P) 

DC ¥0050 (P) 
DC ¥0050 (P) 
DC ¥0045 (E) 
DC ¥0045 (E) 

BIT DC 81100 
BITOO DC ¥8000 (BITQ) 

¥4000 lBIT1) 

¥00 ゚080 {B{  ITI8) ) ¥ 040 B T 
¥ g 020 IBIT， lOI 

NUM DDC C P 000 0 
NO= 0 P'200 

DC 
33闘10000 3 

(8ACK1) I 霞
011 ¥ 4164 II デジタ）V入力 読み込み

Areg AND KAZ1→・ KAZOJ KAZ 1 = ¥00EO 判定ビット ONの
｝＼゚ターン

YES（すべてON)

NUM - KA'Z3 

（判定すべきピ’'）卜祖） IP2-1l(LAMP1) 
の先頭番地

（メッセージ群0)
囀番地 ） 

[SO ―→・ KAZ4 

NOlONでない）

CRLF(ISO復改）一A.reg, • 

Aregの内容タイフ゜ II丁W1

丁W2

ISOコード

1W1 

SW 15 =1 (15秒使 POS1)

時間待ち (15秒）

NO+ 1--NO 

YES(N1回終り）

起動準備プログラムフローチャート詳細 (1/14)

(97) 
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(LAMP 1) 

BlTO ---Areg 

DOA ¥5053 ランプ1点灯

SW5 = 1 

吟間侍ち (5秒）

虔改

NO= 0 ▽
 

(BACK?) 
I 

KAZOO= 0 

DI 1 ¥4160 

Areg AND KAZS-KAZO 

テジタ）V入力読み込み

i_ 20, 21.2 2, 23(J) 
KAZS-)008'7 判定ピ＇リト oN(J)

)＼゚ターン

(L20,21,22,23 OK) 

YES 

起動準備フ゜ログラムフローチャート詳細 (2/14)

(98) 



57 

011'¥4161 ディジタ）レ入力読み込み

冷却水系入口升閉 YES

ディシクル入力証み込み

NO勺ーヒン冷却水？

KAZ00+1 —KAZOO 

トレン弁自動中央識別

YES 

81丁15~ KAZOO 

起動準備プログラムフローチャート詳細 (3/14)

(99) 
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BI丁1一Areg

ランプ：点灯

DOA ¥ 5053 

SW5 ~ 1 

時間待ち l5秒）

NO= 0 

(BACK3l 

81丁4-→・ Areg 

室気圧稲賤EータヒU]
008 ¥ 5154 

4
 

6
 !-_1

ロ

NO 

NO+ 1 —NO 

SW15=1 

時間 1寺ち

テ`1ミンタ）し読み込み

起動準備プログラムフローチャート詳細 (4/14)

(100) 



15ヤ少 ＼＼＇心二＿」 ランプ3点冗

DOA ¥ 5053 

5れ WAIT 

二復 改

NO= 0 

▽(BACK31 

L 

011 ¥4161 II テンリ）レ入力誡み込み

＼認閉

口

KA7』 00-1 ロ］入。口圧＞PLつ

、 IOK?) 

I 
l し0k、)

lLAMP 4 l 

ランプ4点灯 ［五3十竺り］
II DOA I ¥5053 l 

5秒 WAIT

起動準備フ゜ログラムフローチャート詳細 (5/14)

N4 - Areg 

N02c N4 
RETRN 

59 

(101) 
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(102) 

原7}ぃボンプ起直h

デジタル入力況込み

YES 

NS ---Areg 

COUNT 

NO< N5 
(15秒待ち）

No三 N5
RETRN 

プジタ）レ入力読込み

純7j＼ダンク 7l

二
復改

WPS1 -Ar-eg 

DOB ¥ 5154 

（起豹？）

(l 

起動準備フ゜ログラムフローチャート詳細 (6/14)



DI 1 ¥4161 

/¥reg ---KAZO 

YES 

KAZOO= 1 

-- ~ I -I -

4) 
アナログ入力読込み

（大気放出弁）

KAZOO= 1 コ！I 

'----—--—-- - ］ 

戸ンプ 5,6の閉バてOK?

¥A40 ¥'700E 

II 復改

5砂待ち

NO= 0 

偲改

デジタ）V入力読み込み

粋水ダンク入口弁間？

竺水ダンク出口弁開つ

YES 

匹ー一

亡" c OU NT 

NOミ NG I N0+1一NO

RETRN二50禾二塁IT

P 5-1 
(BACK 6) 

脱気器給7忙ポンブ起勧

DI 1 ¥ 4164 I ディジタル読込み

起動準備フ゜ログラムフローチャート詳細 (7/14) 
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YES 

Nワー-Are_g 

脱気器給7J~ボンプ
起性か

COUNT 5秒待ち

NO= 0 

(BACK7) 

ドレン`弁E
あける

ドレン弁
あいたが

▽
|
」

5秒待ち

復改

NO= 0 

NO 

二
(BACK 9) 

I 

THREE = -1 

C

A

 

D

D

 

0

)

）
 

O
A
 

z
T
 

A
A
 

K
O
(
（
 

DATA 

3デ` ータ格納先頭番地lKAzooこ二゚；
KAZ=O 

起動準備プログラムフローチャート詳細 (8/14)
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KAZ10 DC BIT 
BIT DC ¥2000 低圧給‘7J¥ボンプ出口圧

DC ¥0020 脱気器7lt1立
DC ¥0200 )ゞ ープ空気圧力

KAZ'20 DC MOZI 
MOZI DC ¥ 5044 p D 

DC ¥4F2C 0'  
DC ¥4C44 L D 
DC ¥2C20 , SPACE 
DC ¥5041 p A 
DC ¥2020 , SPACE 

KAZ 2 + 1一KAZ2

(L 92.) 

D11 ¥4160 

A-r-egEORKA26→ KAZOの内容の番地1

KAZO+ 1一KAZO

011 ¥4162 

Areg EOR KAZ4-KAZOの内容1J)番地

KAZO + 1—KAZO 

DI 1 ¥4161 

Areg EOR KAZS一KAZOの内容の番地

-15一SIX10

-14 —• -FIF10 

-4一FIVE

KAZOO―KAZO 

KAZ10一KAZ1

KAZ20--→-KAZ2 

KAZ2+1一KAZ2

KAZ?＋ 1一KAZ2
| 

KAZ1 +1-—KAZ1 

NO 

デジタル入力読み込み

読み込んだも(J)IJ)0でOKのBITを
1に変文てすべて 1は OKとする

格納番地を次の番地にする (+1)

読み込ht：：・イ直で判定する(J)1よ

4160 51回， 4162 5イ回， 4161 6イ固

15回では判定すべき値1まか尤ない

5回で読み込んビ値を次の値とする

読み込んだ1直の格納先頭番地

判定すべきビット裕納先頭番地

タイプすべさ ISOコード格納先頭番地
(1 i吾につ色 ISOJード 2個）

KAZO + 1—• KAZO 

-4―FIVE 

起動準備フ゜ログラムフローチャート詳細 (9/14)
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デジタ）V入力読み込み

アナログ入力読み込み

5秒 WAIT

2分待ち

‘,l, ，
 

k
 c
 

A
 

B
 

回
口
|
[
〉

芦m
 ，
 

プ一ン一ラ

。z 

起動準備フ゜ログラムフローチャート詳細 (10/14)
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15秒待ち

BL ANA LG 

15秒待ち

y~ニ

15秒待ち

YES 

給水サーホ下ずる

アナログ入力読み込み

規定今〇
給水サー京
規定以下IJ¥

給水ポ ンプ起重力

む虻したか

給水サーホ上ヅる

アナロワ.A.力読み込み

ポイラ出口蒸気圧力

最大値以下か

起動準備フ゜ログラムフローチャート詳細 (11/14)
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BL 

5 秒

BL 

(108) 

L 114 

サーボ伯置

規定以上か
~o 

サーボ位置を
‘’ 

下けているのか

サー示位置

目標値に達したか

復改

NO= 0 

BAK12 

M50 - SEC12 

15秒特ち

BL ANALG 

給水量目樗恒に

達urこが

M50下げ幅

燃料サーボ

SEC12だけ上，下する

アブログ入力

(SEC20上げ幅）

NO 

こ二
起動準備フ゜ログラムフローチャート詳細 (12/14)
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BACK 13 

15秒待ち
燃科弁を梵ける

デジタル入力読み込み

YES 
燃料弁閏いたか

(L 132) 

復改

NO= 0 

M60 - SEC12 

空気量サーボを

SEC 12だけ上，下する

15秒少 待ち

BL ANALG アナログ入力読み込み

DATA - Areg 

12 

起動準備プログラムフローチャート詳細 (13/14)
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(110) 

空気量サーボ
規定以上か
~o 

サーボ位置を
下liている())か

サーボイ立置

(SEC3(・ 一副

NO 

目漂値に達したが

起動準備フ゜ログラムフローチャート詳細 (14/14)
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付 録 H
 

プログラム・シート

目次

SUBROUTINE P 70~ P 76 

MOD-1. MOD-2. MOD-3. MOD-5 9 9 9 P 77~P 85 

COUNT (1秒）

MOD-4 

起動準備プログラム LAMP 1→ LAMP 8 その 1

起動準備プログラム LAMP 9→ LAMP 12その 2

P 86~P 88 

P 89~P 95 

P 96~P 103 

(111) 
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FACCJM R FASP 

ATT SEQ LAC OUJECT REF LAUEL tJP F dPERANU 

0001 *****SUl3 RdUTI NE PRO GRAM 

0002 ORG ¥1800 

0003 1800 943C (183C) B N TWl 

0004 1801 9418 (1819) B N TW2 

0005 1802 9454 (1856) B N ATI ME 

0006 1803 947A (1870) B N Tl ME 0 

0007 1804 948A (188E) B N CdUIH 

0008 1805 9 4A O (18A5) B N LAMP 

0009 1806 9483 (18B9) B N SPULS 

0010 1807 94C5 (18CC) B N ANALG 

0011 1808 94C5 (18Cll) B N DGTAL 

0012 1809 94E5 (18EE) B N dN0FF 

0013 180A 94F8 (1902) B N UPAT 

0014 ＊ KAZ 321654 TYP 

0015 180B KAZl uA 1 

0016 180C KAZ2 OA 1 

0017 180U KAZ3 UA 1 

0018 180E KAZ7 OA 1 

0019 l80F KAZ8 DA 1 

0020 1810 KAZ9 OA 1 

0021 1811 OUT UA ¥6 

0022 1817 FFFB MFIVE OC -5 

0023 1818 1811 WdRK DC dUT 

0024 1819 75F5 (18 OE) Tり2 ST N KAZ7 

0025 181A 1008 (0008) L D 8 

0026 18 1B 75F4 (180F) ST N KAZ8 

0027 18 lC 15F2 (180ヒ） L N KAZ7 

0028 1810 7008 (0008) ST L) 8 

0029 18 lE 1002 (0002) L U 2 

0030 181F 75Fl (1810) ST N KAZ9 

0031 1820 14U7 (18F7) L N SvJAHL 

0032 1821 7002 (0002) ST U 2 

0033 1822 1006 (0006) L U ¥6 

0034 18 23 75E8 (180B) 5T N KAZl 

0035 18 24 8601 (1825) [3L R *+l 

0036 1825 06£8 DC ¥6E8 

0037 1826 1811 uC OUT 

0038 1827 15Fl (1818) L N WORK 

0039 1828 7 5E 5 (18 OU > ST N KAZ3 

0040 1829 15EE (1817 > L N MFIVE 

0041 18 2A 75E2 (180C) ST N KAZ2 

0042 182B 14CC (18F7) RE TU L N SWAHL 

0043 182C 7002 (0002) ST D ? 

0044 182D 17EO (180D) L R KAZ3 

0045 182E 8601 (182F) Bl R *+1 

0046 18 2F 0735 uc ¥7 35 

0047 1830 0001 oc 0001 

0048 1831 じ5UO (l80C) TM I N KAZ2 

0049 1832 9408 (183A) B N *+e 

0050 1833 15UC (180F) L N KAZ8 

0051 1834 7008 (0008) ST L) 8 

0052 1835 15LlB (1810) L N KAZ9 

0053 1836 7002 (0002) ST l) 2 

0000005554 5 6 1118883338 7 9 79 150D04 6 (( (01800086) ) ~T 
N KAZl 
u ¥6 

206 0006) B I ¥6 

0057 183A C503 (180lJ) TMI N KAZ3 

0058 1830 9 5F O (18 28) B N RETU 

0059 ＊ I sa C tl lJ E Ty p 
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0060 183C 75()5 (1811) TWl ST N elUT 
0061 1830 1006 (0006) L D ¥6 

0000662 3 ll8833E F 7150C0E 2 ((018000C2) ) 包 N D K2 AZ2 

0064 1840 75CE (180E) ST N KAZ7 
0065 1841 14B6 C 18F7) L N SWAHL 
0066 1842 7002 (0002) ST D 2 
0067 1843 15CE (1811) L N OUT 
0068 1844 8601 (1845) BL R *+1 
0069 1845 0735 DC ¥735 
0070 1846 0001 DC 0001 
0071 1847 15C5 (180C) L N KAZ2 
0072 1848 7006 (0006) ST D ¥6 
0073 1849 15C5 C 180E) L N KAZ7 
0074 184A 7002 (0002) ST D 2 
0075 184B 9206 (0006) B I ¥6 
0076 ＊ Tl ME YC,M I KOM I TO HEN KAN 
0077 184C TIME DA 1 
0078 184D SUMl DA 1 
0079 184E SUM2 DA 1 
0080 184F MINUT DA 1 
0081 1850 HOUR IJA 1 
0082 1851 FFF8 MEIGH DC -8 
0083 1852 FFF8 EIGHT DC -8 
0084 1853 OOOF KAZ4 DC ¥000F 
0085 1854 0070 KAZ5 DC ¥0070 
0086 1855 3000 KAZ6 DC ¥3000 
0087 1856 15FB (1851) ATl ME L N MEIGH 
0088 1857 75FB (1852) ST N EIGHT 
0089 1858 E04E DC ¥E04E 
0090 1859 E04E DC ¥E04E 
0091 185A 75F2 (184C) ST N TI ME 
0092 185B 45F8 (1853) ANON KAZ4 
0093 l85C 75Fl (1840) ST N SUMl 
0094 185U 15EF (184C) L N TIME 
0095 l85E 45F6 (1854 > AND N KAZ5 
0096 185F F004 SRL 4 
0097 1860 75EE (184E) ST N SUM2 
0098 1861 25EU (184E) BACK7 A N SUM2 
0099 1862 C5FO {1852) TMI N EIGHT 
0100 1863 95FE (1861) B N BACK7 
0101 1864 25E9 (184D) A N SUMl 
0102 1865 75EA (184F) ST N MINUT 
0103 1866 15EB (1851> L ~J MEIGH 
0104 1867 7 5EB (1852) ST N EIGHT 
0105 1868 15E4 (184C) L N TI ME 
0106 1869 F008 SRL 8 
0107 186A 45E9 (1853) AND N KAZ4 
0108 1868 75E2 C184lJ) ST N SUMl 
0109 l86C 15EO (184C) L N TI ME 
0110 186l) 45E8 (1855) ANON KAZ6 
0111 186E FOOC SRL 12 
0112 l86F 75DF Cl84E) ST N SUM2 
0113 1870 25DE (184E) BACK2 A l'J SUM 2 
0114 1871 C5El (1852) TMI N EIGHT 
0115 1872 95FE (1870) B N BACK2 
0116 1873 25DA (184D) A N SUMl 
0117 1874 75DC (1850) ST N H(:}UR 
0118 1875 9206 (0006) B I ¥6 
0119 ＊ TIME TYP 
0120 1876 0000 ZERO L)C 

゜0121 1877 0001 ONE DC 1 
0122 1878 0001 NUMB DC 1 
0123 1879 FFFD FOUR DC -3 
0124 18 7 A FFFD MFOUR UC -3 
0125 1878 0008 BSTEP OC ¥0008 
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0126 187C 003A C<lLON DC ¥003A 

0127 187lJ 1006 (0006) TIMEO L D 6 /SUBLOUTIN/ 
0128 187E 740F (1880) ST N KAZlO /23:59/ 
0129 187F 15FB (187A) L N MFOUR 
0130 1880 7 5F 9 (1 8 7 9) ST N FOUR 
0131 1881 85D5 (1856) BL N ATI ME 
0132 1882 15CE (1850) L N HOUR 
0133 1883 8596 (1819) BL N TW2 
0134 1884 15F8 (187C) L N C0L0N 

0135 1885 8587 (183C) BL N TWl 
0136 1886 15F5 (187B) BACK L N BSTEP 
0137 1887 85B5 (183C) BL N TWl 
0138 1888 C5Fl (1879) TMI N F0UR 
0139 1889 95fl) (1886) B N BACK 
0140 188A 15C5 (184F) L N MINUT 
0141 188B 858E (1819) BL N TW2 
0142 188C 9601 (1880) B R KAZlO 
0143 1880 0000 KAZlO DC 000 
0144 ＊ COUNT 20 Ta 15SEC WAIT 
0145 188E 7416 (18A4) COUNT ST N NOO 
0146 188F 1006 (0006) L D 6 
0147 1890 7412 Cl8A2) ST N KAZll 
0148 1891 1412 (18，A3) L N NO 
0149 1892 25E5 (1877) A NONE 
0150 1893 7410 C18A3) ST N NO 
0151 1894 8585 (1819) BL N TW2 
0152 1895 14,0E (18A3) L N NO 
0153 1896 340E (18A4) s N NOO 
0154 18 97 EBOO TAP 

~゜155 1898 9408 (18AO) B N dWAR 
156 1899 1062 (0062) L D ¥6 2 

0157 189A 85A2 (183C) BL N TWl 
0158 189B 150C (1877) L NONE 
0159 18 9C 708D (008D) ST D SW15 
0160 189D FCOO oc ¥FCOO 
0161 189E 0550 DC ¥055U 
0162 189F 9603 (18A2) B R KAZll 
0163 18AO FCOO OWAR DC ¥FCOO 
0164 18Al 053C DC ¥053C 
0165 18A2 0000 KAZll DC 000 
0166 18A3 0000 NO DC 000 
O 16 7 18A4 0000 NOO DC 000 
0168 SW15 EQU ¥008D 
0169 SW2 EQU ¥0091 
0170 ＊ LAMP、ON OR OFF 

0171 18A5 7412 (1887) LAMP ST N BITOO 
0172 18A6 1006 (0006) L 0 ¥6 
0173 18A7 7 411 (188 8) ST N KAZl 2 
0174 18A8 144F C 18F7) L N SWAHL 
0175 18A9 7002 (0002) ST D 2 
0176 18AA 1400 (18B7) L N BI TO 0 

0177 18AB 82C2 (OOC2) BL I ¥0 OC 2 
0178 18AC 5053 DC ¥5053 

0179 18AU 0010 DC ¥0010 

0180 18AE 15C9 (1877) L NONE 
0181 18AF 7091 (0091) ST D SW2 
0182 18B0 FCOO DC ~FCOO 
0183 18B1 0550 DC ¥0 5 50 

0184 18B2 15C4 (1876) L N ZERO 

0185 1883 75FO (18A3) ST N NO 

0001118886 7 8 111 88BB4 5 8105867 2 (C（ 0l0863C2) ) 
L D ¥6 2 CRLF 
BL N TWl 

8B6 9602 18B8) B R KAZ12 

0189 18B7 0000 BITOO DC 0000 

0190 1888 0000 KAZl 2 DC 000 

0191 ＊ WATER ANlJ OIL 
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0192 i8B9 1006 (0006) SPUL S L D 6 

0193 l8BA 7410 (18CA) ST N KAZ16 

0011994 5 11888B8 C 714000F 2 ((0180C0B2) ) 祈 D N K2 AZ66 

0196 1880 143A Cl8F7) L N SWAHL 
0197 18BE 7002 (0002) ST D 2 
0198 18BF 82C4 (OOC4) BL I ¥0 OC4 

0199 18CO 624C oc ¥6 24C 

0200 18Cl lFBE DC ¥1FBE 

0201 18C2 1435 (18F7) L N SWAHL 

0202 18C3 7002 (0002) ST D 2 

0203 18C4 82C4 (OOC4) BL I ¥0 OC 4 

0204 18CS 624D DC ¥624D 

0205 18C6 lFBF uc ~lFBF 
0206 18C7 1404 (18GB) L N KAZ66 

0207 18C8 7002 (0002) ST 0 2 
0208 18C9 9601 (18CA > B R KAZ16 

0209 18CA 0000 KAZ16 OC 000 
0210 18CB 0000 KAZ66 DC 000 
0211 ＊ ANALOG 
0212 18CC 9448 (1914) ANALG B N ANAL 
0213 ＊ DEGITAL 
0214 18CD 1410 (18EA) DGTAL L N KAZ23 

0215 18CE 740C (180A) ST N KAz1 9 
0216 lBCF 141C (18EB) L N KAZ24 
0217 18D0 7417 (18E7) ST N KAZ2 0 
0218 1801 1418 (18EC) L N KAZ25 
0219 1802 7416 (18E8) ST N KAZ2 l 
0220 1803 141A (18ED) L N KAZ26 

0221 1804 7415 (18E9) ST N KAZ22 
0222 1BD5 1006 (0006) L D 6 
0223 1806 7410 (18E6) ST N KAZ18 
0224 1807 1420 (18F7) PU R L N Sv/AHL 
0225 18D8 7002 (0002) ST D 2 
0226 1809 8 2C 1 (OOC 1 > BL I ¥0 OC 1 
0227 18lJ A 4160 KAZ19 OC ¥4160 
0228 18DB 760C (18E7) ST R KAZ20 
0229 18DC C40U (18E9) TMI N KAZ22 
0230 18DlJ 9402 (18DF) B N *+2 
0231 18DE 9407 (18E5) B N /jWARI 

0232 18DF C5FB (180A) TM I N KAZ 19 
0233 18EO C407 (18E7) TM I N KAZ20 
0234 18El C407 (18E8) TM I N KAZ2 l 
0235 18E2 95F5 {1807) B N PDR 
0236 18E3 C5F7 (180A) HII N KAZ19 
0237 18E4 95F3 (1807 > B N PDR 
0238 18E5 9601 (18E6) dWARI B R KAZ18 
0239 18E6 0000 KAZ18 UC 000 
0240 18E7 1FB8 KAZ20 DC ¥1F B8 
0241 18E8 FFFE KAZ21 OC -2 
0242 18E9 FFFIJ KAZ22 uC -3 

0243 18EA 4160 KAZ23 UC ¥4160 
0244 18EB 1FB8 KAZ24 DC ¥1F88 
0245 18EC FFFE KAZ25 OC -2 

0246 18EU FFFU KAZ26 DC -3 

0247 ＊ KIKIN0 0N 0FF 
0248 18EE 75F8 (18E6) 0N0FF ST N KAZ18 
0249 18EF 1006 (0006) L U 6 
0250 18FO 7 4A 1 (19 91) ST N KAZ17 
0251 18F 1 1406 (18F7) L N SWAHL 
0252 18F 2 7002 (0002) ST D 2 
0253 18F3 15F3 C18E6) L N KAZ18 
0254 18F4 8 2C 3 (OOC 3) BL I ¥C3 : D{'JB 

0255 18F5 5154 uc ¥5154 

0256 18F6 9698 (1991) B R KAZ17 
0257 ON EQU ¥1F 
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0258 SWl EQU ¥90 

0259 18F7 18F8 SWAHL DC SWA 
0260 18F8 SWA DA 10 
0261 ＊ *XI 1000 
0262 1902 7008 (0008) [)PAT ST D 8 
0263 1903 1006 (0006) L D 6 
0264. 1904 7 40E { 1912 > ST N KAZ40 

0265 1905 15F2 (18F7) L N SWAHL 

0266 1906 7002 (0002) ST D 2 

026 7 1907 82C8 (OOC8) BL l ¥C8 

0268 1908 0004 DC ¥04 

0269 1909 1911 DC KAKE 

0270 190A 15ED (18F7) L N SWAHL 

0271 190B 7002 (0002) ST D 2 
0272 190C 82C8 (OOC8) BL I ¥C8 

027 3 1900 0005 DC ¥05 

027 4 190E 1913 DC WARE 

0275 190F 1008 (0008) L D 8 
0276 1910 9602 (1912) B R KAZ4 0 

0277 1911 0000 KAKE DC 000 

0278 1912 0000 KAZ4 0 DC 000 

027 9 1913 0000 WARE DC 000 
0280 ＊ PN301 DATA HENKAN 
0281 1914 1006 (0006) ANAL L D 6 
028 2 1915 747C (1991> ST N KAZ17 
028 3 1916 147C (1992) L N PN301 

0284 1917 FCOO DC ¥FCOO 

0285 1918 0532 oc ¥532 
0286 1919 147A 0993) L N NlFCO 

0287 191A 7476 (1990) ST N KAZ41 
0288 1918 1675 (1990) Al L R KAZ41 

0289 191G 348E (19AA> s N N410 X-410 

0290 19 llJ 7673 (1990) ST R KAZ41 

0291 191E C472 (1990) TMI N KAZ41 

0292 191F 1471 (1990) L N KAZ41 

0293 1920 347E {199E) s N NlFCU 

0294 1921 E8 00 TAP 
0295 1922 9402 (1924) B N A2 
0296 1923 95F8 (191B) B N A1 

0297 1924 147C (19AO) A2 L N NlFCF 

0298 19 25 7468 <1990) ST 1¥1 KAZ41 

0299 1926 166A (1990) A3 L R KAZ41 

0300 19 27 3483 (19AA) s N N410 

0301 19 28 7668 (1990) ST R KAZ41 

0302 1929 C467 (1990) TMI N KAZ41 

0303 19 2A 1466 (1990) L N KAZ41 

0304 192B 3479 (19A4) s N N1FtJ3 

0305 192C E800 TAP 

0306 19 2l) 9402 (192F) B N A4 

0307 19 2E 95F8 {1926) B N A3 
0308 19 2F 1464 (1993) A4 L N NlFCO 

0309 1930 7460 (1990) ST N KAZ41 

0310 1931 147A (19AB) L N N367 

0311 1932 75DF (1911> ST N KAKE 0.367CX-410) 

0312 1933 1479 (19AC) L N NlOOO 

0313 1934 75DF (1913) ST N ¥IJARE 

0314 1935 165B (1990) A5 L R KAZ4 l 

0315 1936 85CC (1902) BL N OPAT 

0316 1937 7659 (1990) ST R KAZ41 

0317 1938 C458 (1990) TMI N KAZ41 

033 18 11 939 1457 (（ 1990) L N KAZ4 l 
0 19 93A 345C 1996) s N I¥JlF C5 
0320 1938 E800 TAP 

0321 193C 9 402 (19 3E) B N A6 

0322 193D 95F8 C 1935 > B N A5 
0323 193E 1657 (1995) A6 L R NlfC4 
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0324 193F FlOl SLL 1 
0325 1940 7655 (1995) ST R NlFC4 0.733 

0033226 7 1199441 2 7 14SC6C F ((1919A1O1) ) ~T 
N N4A 8E 9 
N K K 0.489 

0328 1'943 1653 (1996) L R NlFC5 
0329 1944 85BE (1902) BL N DPAT 
0330 1945 7651 (1996) ST R N1FC5 
0331 1946 1651 (1997) L R NlF C6 
0332 1947 8588 (1902) BL N DPAT 
0333 1948 7 6 4F C 19 9 7) ST R NlFC6 
0334 1949 146C (19B5) L N N61 
0335 194A 7 SC 7 (1911) ST N KAKE Q.061 
0336 194B 1655 Cl9AO) L R NlFCF 
0337 194C 8586 (1902) BL N DPAT 
0338 194D 7653 (19AO) ST R NlFCF 
0339 194E 1653 (19Al) L R NlFDO 
0340 194F 8583 (1902) BL N DPAT 
0341 1950 7651 (19Al) ST R NlFDO 
0342 1951 1651 C 19A2 > L R NlFDl 
0343 1952 8580 (1902) BL Ni DP1 AT 
0344 1953 764F Cl9A2) ST R N FD 1 
0345 1954 164F (19A3) L R NlFD2 
0346 1955 85AD (1902) BL N DPAT 
0347 1956 764D (19A3) ST R NlFD2 
0348 1957 1457 Cl9AE) L N f'J153 
0349 1958 75B9 (1911) ST N KAKE 0.153 
0350 1959 16 3F (19 9 8 > L R NlFC7 
0351 195A 85A8 (1902) BL N DPAT 
0352 195B 7630 (1998) ST R NlFC7 
0353 195C 163[) (1999) L R NlFC8 
0354 195D 85A5 (1902) BL N DPAT 
0355 195E 7638 (1999) ST R NlFC8 
0356 195F 1450 (19AF) L N N49 
0357 1960 75B1 (1911) ST N KAKE 0.049 
0358 1961 16 30 (19 9E > L R N lF CD 
0359 1962 85AO (1902) BL N DPAT 
0360 196 3 763B (199E) ST R NlFCD 
0361 1964 16 3B (19 9F) L R NlFCE 
0362 1965 8590 (1902) BL N DPAT 
0363 1966 7639 (199F) ST R NlFCE 
0364 1967 1640 (19A7) L R NlF U6 
0365 1968 859A (1902) BL N □PAT 
0366 1969 7 6 3E C 19A 7) ST R N1FD6 
0367 196A 1446 (19BO) L N N98 
0368 1968 75A6 (1911) ST N KAKE o. o 9 8 
0369 196C 1638 (19A4) L R N1FD3 
0370 196D 8595 (1902) BL N DPAT 
0371 196E 7636 (19A4) ST R IHF03 
037 2 196F 1637 (19A6) L R N1FD5 
0373 1970 8592 (1902) BL N lJPAT 
0374 1971 7635 (19A6) ST R NlFD5 
0375 1972 1440 (19B2) L N N244 
0376 1973 759E (1911) ST ’ N KAKE 
0377 1974 1626 (199A> L R N1FC9 0.244 
0378 1975 858D (1902) BL N DPAT 
0379 1976 7624 {199A) ST R NlFC9 
03'8 0 1977 1624 (1998) L ビ N1FぃA
0381 1978 858A (1902) BL N DPAT 
038 2 1979 7622 P( 99B) ST.R NlFCA 
0383 197A 1622 199C) L R NlFCB 
0384 197B 8587 (1902) BL N DPAT 
0385 197C 7620 (199C) ST R NlFCB 
0386 1970 1436 (1983) L N N1550 1.550 
0387 197E 7593 (1911) ST N KAKE 
0388 197F 161E (199D) L R NlFCC 
0389 1980 8582 (1902) BL N DPAT 
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0390 19'.81 161c (199D) ST R NlFCC 

0391 1982 142F (1981) L N N293 
0392 1983 758E (1911> ST N KAKE 0.293 
0393 1984 1621 (19A5) L R Nlf 04 
0394 1985 857D (1902) BL N DPAT 
0395 1986 761F (19A5) ST R NlFD4 
0396. 1987' 142D (19B4) L N N24 
0397 1988 7589 (1911) ST N KAKE 0.024 
0398 1989 161F (19A8) L R N1FD7 
0399 198A 8578 (1902) BL N DPAT 
0400 198B 761D (19A8) ST R N1FD7 
0401 l.9BC 161D t19A9) L R NlFDB 
0402 1 9 8 D -8 5 7 5 (, 1 9 0 2) BL N DPAT 
0403 198E 7618 C19A9) ST R NlF D8 
0404 19BF 9602 (1991) B R KAZl 7 
0405 1990 0000 KAZ41 DC 000 
0406 1991 0000 KAZ17 DC 000 
0407 1992 030~ PN301 DC ¥301 
0408 1993 lf CO NlFCO DC ¥1FCO 
0409 1994 1FC3 N1FC3 DC ¥1FC3 
0410 1995 1FC4 NlFC4 DC ¥1FC4 
0411 1996 lF C5 N1FC5 UC ¥1FC5 
0412 1997 lf C6 NlFC6 DC ¥1FC6 
0413 1998 lf C7 N1FC7 DC ¥1FC7 
0414 1999 1FC8 NlFC8 DC ¥1FC8 
0415 199A lf!C9 NlF C9 DG ¥1FC9・

0416 199B lFCA NlFCA DC ¥1FCA 
0417 199C lf CB NlFCB DC ¥1FCB 
0418 199D lP℃C NlFCC DC ¥1FCC 
0419 199E lFCO NlFCD DC ¥1FCD 
0420 199F lFCE NlFCE DC ¥1FCE 
0421 19AO lF CF NlFCF DC ¥1FCF 
0422 19Al lFOO NlFDO OC ¥1FDO 
0423 19A2 lF 01 NlFDl DC ¥1FD1 
0424 19A3 lF 02 NlFD2 DC ¥1FD2 
0425 19A4 1F03 N1FD3 DC ¥1F 03 
0426 l 9A5 lf 04 NlFD4 DC ¥1F 04 
0427 19A6 lF 05 N1FD5 DC ¥1F D5 
0428 19A7 lF U6 N1FD6 DC ¥1FD6 
0429 19A8 11FF• ・DD7 8 

NlFD7 DC ¥1FD7 
0430 19A9 NlF 08 DC ¥1FD8 
0431 19AA 019A N410 uc 410 
0432 19AB 016F N367 DC 367 
0433 19AC 03EB NlOOO DC 1000 
0434 19AO OlE9 N489 DC 489 
0435 19AE 0099 N153 DC 153 
0436 19AF 0031 N49 DC 49 
0437 19B0 0062 N98 DC 98 
0438 19B 1 0125 N293 DC 293 
0439 19B2 OOF4 N244 DC 244 
0440 19B3 060E Nl550 DC 1550 
0441 19B4 0018 N24 DC 24 
0442 19B5 0030 N61 DC 61 
0443 END 

ASSEMBLE END 
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